


１

「ねえ、歩く時計マン」

　　　　　　　　　　　　　　　「何？」

「何かいい歌を歌って」

　　　　　　　　　　　　　「何の歌がいい？」

「わかんないけど、歌って」

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　「うん・・・」

「どうしたの、歌って」

　　　　　　　　　　　　　「君は頼りすぎだよ」
 





２

大好きな私のウォークマンに初めてつけた名前。

歩く時計マン。思い切りヘンな名前がかわいいでしょ。

時刻まで表示してくれるの。

歩く時計マン。





３

「何にしよう？」

　　　　　　　　　　　　　「何がいい？」

「そうだ、あいつらを消せるような歌を歌って」　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　「あのね・・・」

「どんなのでもいいから」
 





４

画面がパッと消える。

黒い鏡になる。

ニキビだらけの顔を映し出す。

「歩く時計マン、どうしたの？」

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　「電池切れだよ」

「さっき充電したよ」

　　　　　　　　　　　　　　「・・・」

「歩く時計マン、今何時？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「・・・」
 





５

僕は、

誰かを消すための歌は歌わない。

歳より幼い君の笑顔を見るために歌ってたのに。

名前を呼ぶ君を幸せにする方法を、

考え続けているただの機械。





６

私、

黒い鏡をただ見つめる。

見慣れた顔の上に涙が降る。

歩く時計マン。私には君しかいないの。

消えないで。
 

何か歌って。

何も思いつかないけど、歌って、歌って。

せめて何時か表示して。

時間。ざわめき。怖い。いなくなるの。
 





７

「歩く時計マン、」

「歩く時計マン、」

　　　　　　　　　「…」
 





８

画面がパッとつく。

時刻が表示される。

初めての大好きなウォークマン。

歩く時計マン。

何か歌って。

私のために何か歌って。

何がいけなかったの？

私には君しかいないの。

歩く時計マン。

いつまでも。
 





９

「何か歌って」

　　　　　　　　　　　　　　「何かって何だよ」

「いつも寝る前に聴くやつ」

　　　　　　　　　　　「ああ、あれか」

「名前なんだったっけ」

　　　　　　　　　　　　 　 「知らねーよ」
「歩く時計マン」

　　　　　　　　　　「だから何だよ」

「呼んでみただけ」



 



１０

名前つけてくれたのは嬉しいけど。

嬉しいから今夜僕はこっそり消えるんだ。

あいつらが呼んでるよ。行ってこいよ。

機械なんかを友達にするなよ。
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